













PROPOSAL OF KNOWLEDGE EXTRACTION 









With the development of the Internet and the construction of a ubiquitous network society, people's lives 
and business models changed significantly in the early 21st century. As a result, a large amount of data is 
generated every day. Knowledge was extracted by generating an abstract summary sentence from a single 
piece of data using that data. 


























































































































































































	 表 1 から，専門用語を考慮した形態素や品詞を正しく
得ることができている様子が伺える．	



















	 表 5 は同様の複合名詞が多く見られる．表 6 は表 5 の
④⑨の品詞情報を示したものである．	
	
表 6	表 5④⑨の品詞情報	
	
	
表6の宇宙科学はどちらも品詞が複合名詞となっており，
詳細にどの名詞から複合名詞が作られているかを判別す
ることができない．本研究では，初めの複合名詞を出力
する際，タイトル文章との親和度のみで出力が行われて
いるため，表 5 の②〜⑩は宇宙科学という語から要約文
が生成されたと考えられる．	
	
６．	結論 
	 本研究で提案した品詞情報と専門用語に着目した要約
文生成は，専門用語の品詞情報を考慮した上で要約文を
生成できているが，要約文の日本語が曖昧であり，意味
として解釈しづらい要約文となった．また，今回提案し
た手法は各形態素の品詞情報のみによる要約文生成であ
るため，日本語として曖昧な要約文が生成されたが，品
詞情報の係り受け関係や専門用語の品詞情報を詳しく取
得することが可能であれば，曖昧さが解消された要約文
を生成することが可能であると考える．	
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